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ケ
ア
ホ
ー
ム（

３
面
右
６
段
目
）

　

ケ
ア
ホ
ー
ム
と
は
、
障
害

者
が
自
立
を
目
指
し
、
地
域

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
場
と

し
て
作
ら
れ
た
施
設
の
こ
と

で
あ
る
。支
援
員
等
の
援
助
、

介
護
を
受
け
な
が
ら
共
同
生

活
を
行
っ
て
い
る
。

キ
ラ
ラ
ア
ッ
プ
通
信

（
４
面
右
５
段
目
）

　

キ
ラ
ラ
ア
ッ
プ
通
信
と
は
、

市
職
員
課
が
、
パ
ソ
コ
ン
を

通
し
て
職
員
向
け
に
月
１
回

発
行
し
て
い
る
庁
内
報
の
こ

と
で
あ
る
。
職
員
の
接
遇
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
は
じ
め
と
し
て
、

職
員
研
修
、
健
康
管
理
等
の

情
報
を
主
に
掲
載
し
て
い
る
。

エ
コ
改
修

（
４
面
左
６
段
目
）

　

エ
コ
改
修
と
は
、
学
校
の

改
修
工
事
に
伴
い
、
教
室
の

温
熱
環
境
の
改
善
や
Ｃ
Ｏ
２

削
減
を
図
る
工
夫
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
環
境
に
や
さ
し

い
学
校
へ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

を
目
指
す
こ
と
で
あ
る
。

用
語
の
解
説

　

❶
原
油
や
原
材
料
の
高
騰

に
よ
っ
て
市
民
の
暮
ら
し
や

営
業
に
大
打
撃
を
与
え
て
い

る
。
市
民
生
活
を
守
る
た
め

に
市
に
「
対
策
本
部
」
を
設

置
し
て
、
全
庁
的
な
総
合
対

策
を
講
じ
よ
。

　

市
長　

各
分
野
に
お
い
て

聞
き
取
り
調
査
を
し
て
い
る
。

そ
の
中
で
今
後
の
対
応
を
考

え
て
い
き
た
い
。

　

❷
福
祉
、
教
育
、
農
業
な

ど
調
査
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ

き
具
体
的
に
調
査
す
る
と
と

も
に
対
応
を
計
れ
。

　

保
健
福
祉
部
長　

主
な
福

祉
関
係
の
事
業
所
な
ど
聞
き

取
り
調
査
を
し
た
が
、
経
営

努
力
で
吸
収
で
き
て
い
る
状

況
で
あ
る
。
低
所
得
で
生
活

困
窮
世
帯
に
は
、
生
活
福
祉

資
金
貸
付
制
度
で
対
応
す
る
。

　

教
育
部
長　

学
校
教
育
や

社
会
教
育
の
場
に
お
い
て
も

経
費
の
負
担
増
と
な
っ
て
き

て
い
る
が
、
省
エ
ネ
へ
の
取

り
組
み
、
経
費
を
節
減
し
、

教
育
環
境
の
維
持
に
努
め
る
。

　

経
済
環
境
部
長　

油
類
を

は
じ
め
、
肥
料
、
資
材
の
価

格
が
高
騰
し
て
い
る
。
農
産

物
は
、
販
売
価
格
に
転
嫁
で

き
な
い
の
で
経
営
を
圧
迫
し

て
い
る
こ
と
は
理
解
で
き
る
。

府
の
制
度
な
ど
を
活
用
し
て

支
援
を
行
っ
て
い
く
。
油
等

に
関
す
る
直
接
補
て
ん
は
非

常
に
困
難
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

❸
興
戸
東
垣
内
地
内
の
開

発
に
か
か
る
避
難
通
路
の
整

備
は
進
ん
で
い
る
の
か
。

　

建
設
部
長　

用
地
買
収
に

必
要
な
境
界
立
ち
会
い
な
ど

を
地
権
者
に
お
願
い
し
て
い

る
が
、
進
ん
で
い
な
い
。
引

き
続
い
て
お
願
い
し
て
ま
い

り
た
い
。

　

❹
業
者
か
ら
の
預
託
金
１ 

２
０
０
万
円
は
現
金
化
で
き

る
の
か
。
ま
た
、
か
か
っ
た

費
用
は
業
者
に
請
求
す
る
と

の
こ
と
で
あ
る
が
誰
に
請
求

す
る
の
か
。

　

建
設
部
長　

預
託
さ
れ
た

小
切
手
の
現
金
化
は
今
後
も

で
き
な
い
。
19
年
度
、
用
地

測
量
等
に
一
定
額
を
支
出
し

た
が
、
今
、
請
求
す
る
時
点

で
は
な
い
と
考
え
る
。
覚
え

書
き
に
記
載
さ
れ
て
い
る
請

求
業
者
、
京
田
辺
市
茶
屋
前

10
の
10
、
南
都
住
建
が
会
社

と
し
て
承
継
さ
れ
て
い
る
か

調
査
し
て
い
る
。

関
す
る
教
育
、
研
修
の
実
施

は
。㋑
外
国
籍
Ｄ
Ｖ
被
害
者
、

当
事
者
に
対
し
て
の
支
援
体

制
は
整
っ
て
い
る
の
か
。
㋒

Ｄ
Ｖ
被
害
者
が
他
の
担
当
窓

口
へ
相
談
に
来
た
場
合
の
対

応
は
。
相
談
者
が
体
験
を
何

度
も
話
す
こ
と
が
な
い
よ
う

な
工
夫
や
２
次
被
害
が
起
き

な
い
よ
う
に
連
携
を
図
る
必

要
が
あ
る
。

　

市
民
部
長　

㋐
啓
発
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
配
布
や
女
性
交

流
支
援
ル
ー
ム
へ
の
関
係
図

書
の
設
置
に
よ
り
認
識
の
喚

起
を
図
っ
て
い
る
。
デ
ー
ト

Ｄ
Ｖ
に
特
化
し
た
研
修
は
行

っ
て
お
ら
ず
、
Ｄ
Ｖ
全
般
へ

の
取
り
組
み
と
し
て
啓
発
、

相
談
事
業
を
充
実
し
て
い
く
。

㋑
外
国
籍
Ｄ
Ｖ
被
害
者
へ
の

対
応
は
、
適
切
な
機
関
で
あ

る
京
都
府
国
際
セ
ン
タ
ー
、

京
都
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
、
大
阪
府
の

女
性
相
談
セ
ン
タ
ー
等
へ
の

外
国
語
相
談
窓
口
を
紹
介
す

る
形
に
な
っ
て
い
る
。
㋒
他

の
窓
口
に
来
ら
れ
た
場
合
は

市
民
参
画
課
か
ら
そ
の
担
当

課
に
出
向
き
、
と
も
に
相
談

を
受
け
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　

❷
文
部
科
学
省
は
中
学
校

の
新
し
い
指
導
要
領
に
、
２ 

０
１
２
年
度
実
施
で
武
道
を

必
修
化
し
、
武
道
場
整
備
費

50
億
円
を
盛
り
込
む
方
針
を

固
め
た
。
現
在
本
市
の
武
道

場
の
状
況
、
現
段
階
で
の
施

設
状
況
で
安
全
面
や
環
境
に

不
備
な
点
は
な
い
の
か
。　

　

教
育
部
長　

培
良
中
学
校

に
武
道
場
の
整
備
は
し
て
い

る
。
田
辺
、
大
住
両
中
学
校

の
授
業
等
は
体
育
館
で
実
施
。

ま
た
新
た
な
施
設
整
備
は
計

画
し
て
お
ら
ず
、
生
徒
が
安

心
安
全
に
活
動
が
で
き
る
よ

う
に
、
既
存
施
設
の
整
備
点

検
を
実
施
し
て
い
く
。

　

❶
㋐
近
年
増
加
傾
向
に
あ

る
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
に
対
し
て
教

育
機
関
、
教
育
委
員
会
と
連

携
し
非
暴
力
や
Ｄ
Ｖ
防
止
に

　

❸
第
２
期
麻
疹
風
疹
ワ
ク

チ
ン
接
種
率
が
向
上
し
た
結

果
を
踏
ま
え
て
の
検
証
は
。

　

保
健
福
祉
部
長　

小
学
校

就
学
前
の
検
診
に
際
し
、
対

象
者
へ
の
文
書
に
よ
る
接
種

勧
奨
を
行
っ
た
こ
と
、
保
育

所
入
所
時
、
幼
稚
園
就
園
時

の
家
庭
に
対
し
、
未
接
種
者

に
個
別
の
接
種
勧
奨
を
行
っ

た
こ
と
が
功
を
奏
し
た
。

　

❶
学
校
給
食
に
つ
い
て
㋐

調
理
部
門
の
民
間
委
託
計
画

の
公
表
予
定
が
２
年
も
遅
れ

て
い
る
。
こ
の
間
様
々
な
事

情
が
あ
っ
た
と
は
い
え
、
月

日
が
経
つ
と
状
況
は
変
化
す

る
。
ま
た
、
行
政
改
革
の
一

環
と
し
て
の
位
置
づ
け
も
問

わ
れ
る
。
計
画
の
進
捗
状
況

と
、
費
用
対
効
果
に
関
す
る

試
算
に
つ
い
て
問
う
。
㋑
今

年
度
か
ら
正
職
員
が
配
置
さ

れ
な
い
調
理
現
場
が
あ
る
が
、

現
場
の
労
働
環
境
は
ど
う
か
。

ま
た
、
春
に
は
臨
時
・
ア
ル

バ
イ
ト
職
員
な
ど
の
定
数
不

足
が
生
じ
た
が
、
そ
の
原
因

と
改
善
策
を
問
う
。

　

教
育
部
長　

㋐
基
本
計
画

に
つ
い
て
は
、
Ｐ
Ｔ
で
最
終

ま
と
め
を
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
。
費
用
対
効
果
も
含
め
、

次
の
議
会
ま
で
に
は
別
途
報

告
し
た
い
。
㋑
賃
金
の
体
制

や
資
格
職
の
不
足
、
正
職
員

と
他
の
職
員
と
の
適
正
配
置

が
不
備
で
あ
っ
た
た
め
に
、

不
足
が
生
じ
た
と
考
え
る
。

８
月
に
は
、
調
理
補
助
員
と

い
う
職
種
を
新
た
に
つ
く
り
、

募
集
・
採
用
を
行
っ
た
。

　

❷
日
中
一
時
支
援
事
業
と

移
動
支
援
事
業
の
激
変
緩
和

措
置
が
今
年
度
を
も
っ
て
終

了
す
る
。
良
い
制
度
で
あ
る

と
思
う
が
、
当
該
す
る
障
が

い
者
・
障
が
い
児
の
全
て
が

利
用
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

来
年
度
以
降
の
見
直
し
が
行

わ
れ
る
に
あ
た
っ
て
は
、
当

事
者
の
声
を
よ
く
聞
き
、
本

当
に
必
要
と
さ
れ
る
人
に
利

用
し
て
も
ら
え
る
制
度
に
す

る
べ
き
で
は
。

　

保
健
福
祉
部
長　

第
２
次

障
が
い
者
基
本
計
画
、
障
が

い
者
福
祉
計
画
に
つ
い
て
現

在
策
定
事
務
に
取
り
組
ん
で

い
る
が
、
そ
れ
に
伴
い
、
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
予
定
。

　

❸
普
賢
寺
小
学
校
前
の
府

道
は
、
大
型
ダ
ン
プ
が
通
る

た
め
、
大
変
危
険
で
あ
る
。

早
急
に
何
ら
か
の
対
策
を
。

　

安
心
ま
ち
づ
く
り
室
長

バ
イ
パ
ス
の
早
期
開
通
を
府

に
要
望
し
て
い
く
。
ま
た
、

路
面
標
識
の
工
夫
に
つ
い
て
、

警
察
と
協
議
し
て
い
る
。

　

❹
京
奈
和
バ
イ
パ
ス
普
賢

寺
部
分
の
防
音
壁
の
改
善
を
。

　

経
済
環
境
部
長　

関
係
者

か
ら
の
要
望
が
あ
れ
ば
、
状

況
を
確
認
し
て
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ

Ｏ
西
日
本
へ
要
請
す
る
。

　

去
る
８
月
５
日
に
、
市

議
会
議
員
を
対
象
に
全
員

協
議
会
室
に
お
い
て
、
20

年
度
第
１
回
議
員
研
修
会

を
実
施
し
ま
し
た
。
講
師

に
綴
喜
医
師
会
会
長
の
澤

井
公
和
氏
を
お
招
き
し
、

「
こ
れ
か
ら
の
医
療
制

度
」
〜
現
状
の
課
題
整
理

と
医
療
の
あ
り
方
を
考
え

る
〜
を
テ
ー
マ
に
行
い
ま

し
た
。

議
員
（
共
産
党
）

井　

上　
　

薫

ライスセンターにある米穀乾燥機（水取）

 

価
格
高
騰
対
策
を

 

各
分
野
で
調
査
し
て
い
る

 学校武道場の整備計画は

 既存施設の点検を実施

議
員
（
民
主
党
）

河　

本　

隆　

志

武道の授業で使用される畳　　　　
　　　　  　　（大住中学校体育館）

議
員
（
緑
政
会
）

南　

部　

登
志
子

子どもたちで給食の配膳作業（草内小学校）

 

議
員
研
修
会
を
行
い
ま
し
た

お
詫
び
と
訂
正

　

議
会
だ
よ
り
８
月
１
日

号
の
一
般
質
問
記
事
の
中

で
４
面
・
山
下
勝
一
議
員

の
飯
岡
ふ
れ
あ
い
農
園
の

写
真
が
、
当
該
農
園
の
写

真
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
ま
た
、
７
面
・
水
野

恭
子
議
員
の
国
民
健
康
保

険
税
の
引
き
下
げ
の
質
問

に
係
る
答
弁
者
が
、「
保
健

福
祉
部
長
」
で
は
な
く
、

正
し
く
は
「
市
民
部
長
」

の
誤
り
で
し
た
。
お
詫
び

し
て
訂
正
し
ま
す
。

　

  　

 　
委
託
計
画
の
公
表
を

 

次
の
議
会
ま
で
に
は
ま
と
め
る

学
校
給
食

調
理
部
門


